
■法人の概要

■農業参入の概要

■農業経営の目標（平成２３年）

■農業参入の動機・きっかけ・目的

■取組の主な特徴と今後の事業展開等

【標高差を活かした良質米生産水田】
（国立公園　三瓶山麓）

【さんべ浮布米（10kg、5kg、3kg袋）】
（島根県エコロジー農産物推奨制度認証）

ファーム浮布 株式会社

法人名 ファーム浮布株式会社

代表者 代表取締役 藤原眞章

所在地 〒694ｰ0223 大田市三瓶町池田４１３－２

設立 平成１９年２月８日
資本金 ３００万円
電話 ０８５４－８３－２５８８

参入形態 農業生産法人を設立

支援事業の活用

（関連会社） （有）緑建設

（業種） 建設業

経営規模 水稲（コシヒカリ、ヤシロモチ）２１ha、作業受託７ha           

従業員等 常時従事者３名、臨時雇用２名

販売額 ３４百万円

主な販路 直売、ＪＡ出荷等

県中央部に位置する国立公園三瓶山麓の池田地区において、県営ほ場整備事業の実施を契機に地域農業の

振興を図るため、地域の担い手として農業生産法人（ファーム浮布株式会社）を設立。３６ｈａのうち約２０ｈａの農

地を集積し、高冷地の立地条件を活かした、良質で安全・安心な島根県推奨エコロジー農産物のこしひかりを無

洗米として県内外で販売開始する他、２ｈａの畑では将来果樹等の園芸作物栽培を目指す。

【取組の主な特徴】

○中山間地域でありながら、ほ場整備事業を活用し、農地３６haのうち約２０ｈａの農地を集積利用。

○島根県エコロジー農産物推奨制度認証の安全で高品質なこしひかりを販売。

○地域農業者と連携した生産活動の展開。

【今後の課題・事業展開】

○商品のブランド化と販路の確保

○畑地での園芸作物の導入・拡大

○周年雇用体制の確立

調査研究 整備事業 促進資金 国補助事業

Ｈ１９ Ｈ１９ － －

地域農業の衰退に歯止めをかけ、消
費者の皆様にとって、身体に優しく、
環境にも優しい、安全で、安心して、
美味しく食べていただけるお米づくり
を目指しています。

代表取締役 藤原眞章


